
今日は救急医療と関係なくてもよい、ＢＳＬはどん
な事をしているかという事を喋ればよいと言う事で
お話を引き受けました。
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Ｓ医師が1人である私のクリニックでは、ＢＳＬは
診察の合間に その時の患者さんに合わせて 話を
する事になります。そのわずか３時間のその合間で
教科書に載っていない様な事と、クリニックの診療
外の活動や 診療での工夫や知見を なるべく自分
の言葉で伝えようと思っています。

2



例えば水痘の患者さんの診察の場合、ポリクリの様
に水痘について話しはしていますが、
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外用薬については日本の殆どの教科書ではカチリと
書いてありますが、Rudolphはカラミンローション、
Nelsonも以前はカラミンローションでしたが最近

の版では記載がなく、それらを自分なりに判断しな
ければならない事をお話しています。スライドの如
く意見の分かれている事や 私なりに疑問に思って
いる事があります。その時の患者さんに合わせて、
その様な事柄が潜んでいて、それらを考えながら外
来をしている事を知ってもらっています。
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話を戻します。水痘等の感染症は私共の「小児科月
一会」で情報を収集し、ＭＬでこのような週報を出
している事はご存知と思います。
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Ｓこれは週報の付録ですがインフルエンザの施設別
の報告です。感染症情報を小児科の仲間で共有し、
診療にはこの様な公衆衛生情報も役立つ事を知って
もらっています。
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このサーベイをしていてSalmonellaのdiffuse 

outbreak を検出する事ができた事、
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またはしかゼロ作戦委員会を会から立ち上げ、全国
に先駆け県の事業として麻しんの全数把握を実施し、
この麻しん対応マニュアル作成して県内に配布し、
そしてこれら麻しん全数把握やマニュアルの編集の
仕方などは 現在国が我々に追従していると思われ
る事をお話しています。
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その活動の中で７年前の金沢工大の麻疹流行の際に
は ワクチンの集団接種にこぎつけ、
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３年前の県内麻疹流行の症例の検討から その診断
の問題点を発信したこともお話しています。
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その他、グループ研究で日児誌に掲載された「イン
フルエンザでの学級閉鎖の有効性」についての論文
ついてもお話する事もあります。
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昨年度まで出していた広島球場のワクチンのＰＲ看
板です。私も含め全国の約２００人の小児科医が出
資して出していました。この様な社会的活動もして
いる事を知ってもらっています。
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開業すると学校・幼稚園・保育所の校医・園医・嘱
託医をしなければならない事をお話しし、先程の学
級閉鎖の研究は学校医をしていて、学級閉鎖の有効
性に疑問を持った事から出発したものです。幼稚
園・保育所でも健診は 法では実際できないオー
ディオメーターを使用して聴力測定をしなければな
りませんが、それらを問診票のスクリーニングで代
用して 定期健診を実施し、それを「学校医の手引
き」に載せています。そのような放置されている学
校保健法の不備についてもお話しています。
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また、日常の保育所の健康管理では Ｅ-メールを

用いて 園の疾病状況の把握や 健康相談に役立て
ている事をお話しています、丁度学生がいる間に園
から報告が届くので説明をしています。
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健診の児が来た場合、誤ったフォローアップミルク
の使用や
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うつぶせ寝の問題をお話しする事もあります。
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この事柄だけが、開業前の仕事ですが、３０数年前、
私が入局３年目に。金沢日赤に１年間赴任した際、
新生児を産科から小児科管理にしそして完全母乳栄
養に変えたのですが、大学に戻る前に実施したアン
ケートです。その時のミルクを加えてしまった理由
です。母乳の利点やその指導の仕方などもお話して
います。しかし、今ではその日赤病院は産科もなく
なってしまいました。
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アクエリアスに蜂蜜が入っていて１歳前の児には与
えていけないのではないかと厚労省に問い合わせ、
その返事であります。日常でも小児科医から見ると
理不尽な事がある事をお話しています。
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これはＢＳＬの様子で、パソコンのディスプレイに
向かって話をしている所であります。
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下痢の児が来た場合、昨年の小児科学会総会のシン
ポジウムで喋った 「糞便の見方」をお話してい
ます。実際検査や鏡検も一緒にしております。
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以前地方会等で報告したロタ、アデノの胃腸炎とそ
の乳糖不耐症の合併
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細菌性下痢の頻度や
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私が校医をしている小学校でのノロの集団発生-そ
の頃はSRSVと言いましたが-のお話をしています。
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発熱の児が来た場合は、濡れおむつでの尿路感染症
のスクリーニング、
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地方会に報告しましたが発熱児の中耳炎の合併率や
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AdV感染症などについてもお話ししています。
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その他にもありますが、大学や病院を離れても 個
人やグループで色々な事が出来る事を伝えています。
これらのほんの一端しか お話しできませんが、小
児科は現役もＯＢも協力し合っていて、その仲間に
将来１人でも多くの学生が入ってくれればいいなあ
と思いながらＢＳＬをしています。
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